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令和４年度 東京都立足立西高等学校 学校経営計画 

校長  丸 茂  聡 

 

Ⅰ 目指す学校 

 １ スクール・ミッション 

  生徒一人一人の豊かな人格の形成を目指し、社会の有為な形成者として、人権尊重の精神

に基づき、国際社会において平和と文化の進展に寄与することのできる資質を養うことを目

標として、自己と他者の良さを協働的に活かしながら、地域社会に貢献し様々な社会変化に

積極的に対応できる生徒を育成します。 

 ２ スクール・ポリシー 

 （１）グラデュエーション・ポリシー 

   〇 良き人柄を育成し、社会の有為な形成者として活躍できる生徒 

   〇 自己と他者の良さを協働的に活かし、ボランティアマインドを持った生徒 

 （２）カリキュラム・ポリシー 

   〇 自ら将来を切り拓く力を持った生徒を育成する。 

 ３年間を見通したキャリア教育全体計画に基づき、生徒の多様な希望進路の実現を図

る。学習や特別活動等、調和の取れた活動で得た経験を活かし、心身ともに健康な知力、

体力を身に付けさせる。 

   〇 社会の一員として活躍できる生徒を育成する。  

 地域と交流するとともに、地域の教育力を活用することで地域からの信頼を得る。ま

た、多様性を尊重し、共生社会の中で積極的に社会的役割を果たせる人間を育てる。 

 （３）アドミッション・ポリシー 

   〇 常に主体的に学力向上に取り組む姿勢のある生徒 

   〇 積極的にチャレンジする意欲のある生徒 

   〇 部活動、生徒会・委員会活動、学校行事、地域ボランティア活動や資格取得に意欲的

に取り組み、継続できる生徒 

 

Ⅱ 中期的目標と方策 

 １ 目標 
（１）意欲的、主体的に取り組む学習習慣を確立する。 

（２）規範意識を身に付けて基本的生活習慣を確立する。 

（３）部活動や学校行事等特別活動の活性化を図る。 

（４）高い志を育み、生徒の自己実現を図る。 

（５）国際交流など特色ある学校づくりを進める。 

（６）組織的な広報活動の一層の充実を図る。 

 ２ 方策 

（１）教科指導力向上及び授業改善を継続して行うとともに、育成すべき生徒像を明確にした

教育課程編成と教科指導内容の充実を図る。 

（２）あらゆる機会を通して、社会人として備えるべき常識やマナー、規範意識を身に付けさ

せるとともに、教育相談機能を充実させて生徒理解を進める。 

（３）部活動や行事等の特別活動において連帯感や学校への帰属意識を醸成し、努力すること

の大切さや達成感を体感させる。 
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（４）３年間を見据えたキャリア教育全体計画を推進し、継続したデータ分析、及び定点観測

によるきめ細かな進路指導を実施し、生徒の希望進路の実現を図る。 

（５）都教育委員会からの研究指定校の取組を活用して学校の特色化を進め、生徒・保護者か

らの信頼を高める。 

（６）保護者・地域及び中学校等に対して、本校の特色ある教育活動を積極的に情報発信し、

募集対策の充実を図る。 

 

Ⅲ 今年度の取組目標と方策 

１ 学習指導 

（１）指導上の課題を共有し観点別評価等を適切に実施するために、教科会等を充実させる。 

（２）生徒の学習習慣を確立するために、宿題や予習・復習を奨励する。 

（３）基礎学力の定着と向上を図るために、数学、英語での習熟度別少人数編成授業等を充実

させる。 

（４）分かる授業の実現や生徒の学力向上のために、生徒所有の PC 等を適宜活用して

Teams,Office365 等を効果的に運用する。 

（５）生徒の学習意欲喚起と資格取得を図るために、各種検定の受検を促す。 

（６）生徒の探究的な態度を育成し「生きる力」を育むために、すべての教科で言語活動を重

視し、読解力、表現力の育成の充実を図る。 

（７）授業力向上のために教員相互の授業見学や校内研修を充実させる。 

２ 生活指導（重点目標） 

（１）挨拶、時間厳守や守るべきルールの徹底などに向け、全教職員による不断の働きかけを

継続する。 

（２）美化意識向上のために、日常の清掃活動やごみ分別の徹底を図る。 

（３）「自助」「共助」の精神を養い、災害対策の充実やボランティアマインドを育成するた

めに、防災教育研究指定校の取組を推進する。 

（４）薬物乱用防止や自転車事故の防止、SNS 上でのトラブル防止等、心身ともに健全な生徒

の育成を図るために、セーフティ教室等を活用して危険回避能力の向上や人権的な視点の

指導を行う。 

（５）きめ細かい生徒理解に努め、いじめの未然防止、早期発見・対応を行うために養護教諭

及びスクールカウンセラーとの連携を強化して教育相談機能を充実させる。 

（６） 自他の存在及び生命を尊重する態度を育成して、自殺予防対策の教育を進めるとともに、

男女平等の精神に基づいて、豊かな男女の人間関係を築けるようにするために、教師と生

徒及び生徒相互の人間的な触れ合いを大切にする。 

 ・数値目標  年間遅刻延べ回数  ：8000 回以下 

    生徒の特別指導件数  ：10 件以下 

３ 特別活動・部活動（重点目標） 

（１）主体性を育み、達成感や自己有用感を味わう機会とするために、体育祭、文化祭等の学

校行事の充実を図る。 

（２）学校生活全般の充実を図るために、部活動での各種大会への参加や部を主体とした学習

会の実施などを推進する。また、活動方針等を明確にして、体罰や暴力的指導や行き過ぎ

た指導のない計画的な部活動を行う。 

（３）地域交流や地域貢献活動・国際交流などの充実を図るために組織的な取組を進め、部活

動や生徒会を活性化させる。 

（４）豊かな国際感覚を培うために、オリンピック・パラリンピックのレガシー教育や国際交
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流事業を活用する。 

（５）生徒の基礎体力向上を図るために、部活動及び体育の授業、マラソン大会等を活用する。 

 ・数値目標  部活動加入率     ：60%以上 

    生徒の学校行事(体育祭・文化祭)満足度肯定回答 ：80%以上 

    ボランティア活動への参加生徒延べ人数  ：150 人以上 

４ 進路指導（重点目標） 

（１）安易な進路選択者や進路未定者を減らすために、３年間を見据えたキャリア教育全体計画

をもとに、学年及び進路指導部が連携して組織的、計画的に進路指導を行う。 

（２）より高い目標に進むことを促すために、進路指導部主導で模擬試験、検定試験等について

計画的に指導し、組織的な指導体制を確立する。 

（３）個々の生徒への理解と支援に努め、きめ細かい指導を行うために、個別面談、三者面談

を充実させ、生徒・保護者に継続した働きかけを行う。 

（４）生徒一人一人の希望に応じた進路指導のために、外部試験の迅速なデータ検証を基に分

析会等を実施し、教科指導の改善、指導に反映させる。 

（５）社会体験や働くことの重要さを理解させるために、区役所等、地域の事業所と連携した１学

年全員を対象とするインターンシップ体験を行う。 

（６）公民としての権利と義務を自覚させ成人としての態度を育成するために、キャリア教育

全体計画をもとに、主権者教育、消費者教育、租税教育、年金教育等を充実させる。 

 ・数値目標  進路決定率    ：95%以上 

    進路指導満足度肯定回答   ：85%以上 

    夏季講習参加生徒延べ人数  ：350 人以上 

５ 募集・広報活動 

（１）日常の教育活動をタイムリーに情報発信するために、ホームページ、ツイッター、「東京

動画」等を積極的に活用する。 

（２）本校の良さや特色を PR するために、近隣地域との交流を積極的に行う。 

（３）学校内外における学校説明会、学校見学会及び授業公開を充実させる。 

６ 学校経営・組織体制（重点目標） 

（１）教職員のライフ・ワーク・バランスの実現を図り、休日や長時間の勤務を減らすために、

計画的な年休取得等を奨励する。 

（２）体罰・個人情報管理・会計等に係る事故ゼロの徹底を図るために、服務研修の定期的な

実施やクリーンデスクの励行を行う。 

（３）経営参画型の経営企画室として機能させるために、経営企画室の業務進行管理と合理化

を進めるとともに、教員と情報交換を行う機会の増加に努める。 

（４）企画調整会議、職員会議等の運営改善及び業務の効率化、情報共有の迅速化を図るため

に、TAIMS 等を積極的に活用する。 

（５）教員の人材育成及び能力、専門性の向上を図るために、計画的な OJT、校内研修を実施

する。 

（６）社会の変化を見据え、教職員を中心に LGBT 等への理解を深めるために、ケース会議等を

活用して研修を行う。 

 ・数値目標  教員の年休取得日数の年間平均   ：10.0 日以上 

    １か月の時間外在校時間 45 時間を超える教員数 ：ゼロ 

    特別支援教育に関する委員会の開催回数  ：10 回以上 

 


